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LiB3O5のセルマイヤー及び熱光学分散式は 1990年及び 1994年にKatoによって報告されて

いるが [1,2]、今回、Nd:YAG レーザーの高調波発生と OPO の実験データから dny/dT と dnz/dT

を補正し、次の分散式を得た。 
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ここで、は m である。この熱光学分散式と[1,2]のセルマイヤー方程式は、Nd:YAG (1.0642/ 

1.3188m)、Nd:YLF (1.0467/1.0527m)レーザー等の type-1、type-2 90°位相整合温度及び主値

面でのpmとT·ℓ (FWHM) の値を正確に再現する。また、主値面以外での値として Nd:YAG

レーザーの type-1 THG (0.3547m) のT·ℓ を 
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   (2) 

から求めてみると、Grechin et al.[3]の (= 74.8°,  = 39.3°) での実験値T·ℓ = 103℃·cm 

(HWHM) は、T の１次と２次 (∂n/∂T と∂2n/∂T2) の中間に位置することが判明した。詳

細は当日報告する。 
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